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福
岡
県
（
教
育
委
員
会
）
は
「
全
面
保
存
の
た
め
、
市
が
関
係
土
地
の
全
面
買
収
を
し
て
も
、
国
や
県
の
財
政
的

裏
打
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
い
い
、
文
化
庁
も
「
全
面
保
存
の
例
は
な
い
」
と
し
て
、
最
重
要
部
分
一
号
地
点

の
前
方
後
円
墳
と
七
号
地
点
の
Ｖ
字
環
溝
貯
蔵
穴
群
の
二
点
だ
け
を
保
存
す
る
よ
う
指
定
を
し
た
。 

こ
の
決
議
を
実
現
す
る
た
め
、
横
隈
山
遺
跡
を
含
む
「
自
然
と
歴
史
の
公
園
」
を
作
り
た
い
と
、
小
郡
市
長
と
市

議
会
議
員
及
び
市
民
代
表
は
、
福
岡
県
に
陳
情
す
る
と
と
も
に
、
上
京
し
て
全
面
保
存
の
た
め
文
化
庁
の
全
面
指

定
を
陳
情
し
た
。 

昭
和
四
十
八
年
五
月
二
十
二
日
福
岡
県
小
郡
市
臨
時
議
会
は
、
西
鉄
不
動
産
の
「
み
く
に
野
東
団
地
」
造
成
中
に

発
見
さ
れ
た
、
旧
石
器
時
代
か
ら
弥
生
時
代
に
至
る
複
合
遺
跡
―
横
隈
山
遺
跡
の
全
部
を
「
採
集
経
済
か
ら
生
産

経
済
に
至
る
時
代
の
村
落
形
態
を
探
る
上
で
全
国
的
に
も
最
大
級
の
遺
跡
」
と
し
て
保
存
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。 
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私
は
、
昭
和
四
十
八
年
八
月
二
十
四
日
衆
議
院
文
教
委
員
会
に
お
い
て
、
西
日
本
の
古
代
文
化
（
遺
跡
・
装
飾

古
墳
等
）
保
存
の
方
策
に
つ
い
て
質
問
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
際
、
そ
の
直
前
「
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
を
審
議
し
た
経
験
か
ら
、
公
有
地
と
し
て
、
公
園
用
地
を
買
収
す
る
た
め
に
は
、
地
方
債
が
認
め
ら
れ

る
で
は
な
い
か
と
、
自
治
省
関
係
者
の
出
席
を
求
め
、
文
部
大
臣
も
文
化
庁
長
官
の
面
前
で
つ
め
、
横
隈
山
遺
跡

の
全
面
保
存
を
可
能
に
す
る
方
法
を
見
出
す
努
力
を
し
た
の
で
あ
る
が
、
文
化
庁
、
福
岡
県
の
態
度
は
変
わ
ら 

 

ず
、
全
面
保
存
を
訴
え
て
い
た
小
郡
市
の
関
係
者
も
、
部
分
保
存
に
方
向
転
換
、
発
掘
さ
れ
た
広
い
複
合
古
墳
は

次
々
に
削
ら
れ
、
掘
り
返
さ
れ
た
赤
地
の
宅
地
造
成
中
に
、
二
つ
の
丘
だ
け
が
そ
び
え
る
か
つ
好
と
な
り
、
横
隈

山
遺
跡
を
保
存
す
る
た
め
努
力
を
し
て
き
た
「
歴
史
と
自
然
を
守
る
会
」
小
郡
支
部
の
支
部
長
な
ど
は
、
こ
れ
を

〝
小
郡
式
古
墳
〟
と
呼
び
「
お
粗
末
な
文
化
行
政
を
象
徴
す
る
典
型
的
な
シ
ン
ボ
ル
」
「
保
存
面
積
を
極
限
ま
で
切
り

つ
め
た
た
め
、
も
は
や
前
方
後
円
墳
と
は
言
え
な
く
な
つ
た
。
弱
腰
の
文
化
財
保
護
行
政
と
開
発
業
者
の
利
益
追

求
の
結
果
生
ま
れ
た
奇
形
児
。
」
と
し
て
、
文
化
財
の
価
値
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。 

四 
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歴
史
以
前
の
文
化
遺
跡
、
特
に
西
日
本
の
そ
れ
に
つ
い
て
、
五
年
な
い
し
十
年
計
画
で
全
面
的
調
査
を
し
、 

1 

遺
跡
調
査
（
装
飾
古
墳
の
保
護
そ
の
他
文
化
財
保
護
の
た
め
）
の
費
用
を
開
発
業
者
に
負
担
さ
せ
る
か
ら
、
破

壊
の
た
め
の
調
査
に
し
か
な
ら
ぬ
。
文
化
財
保
護
の
た
め
国
が
思
い
切
つ
た
予
算
措
置
を
講
ず
べ
き
で
は
な
い

か
。 

文
化
財
保
護
の
た
め
、
諸
外
国
の
よ
う
に
、
国
が
思
い
切
つ
た
財
政
措
置
を
講
じ
る
な
ど
、
国
が
文
化
財
を
保

護
す
る
政
策
を
と
ら
ず
、
開
発
業
者
や
、
縦
貫
道
路
を
作
る
道
路
公
団
に
、
新
幹
線
を
敷
く
国
鉄
等
関
係
者
に
、

文
化
財
調
査
費
を
負
担
さ
せ
る
た
め
に
、
調
査
は
文
化
財
保
護
の
た
め
で
は
な
く
、
文
化
財
破
壊
の
た
め
に
行
わ

れ
（
他
人
の
財
政
負
担
で
文
化
財
調
査
を
実
施
す
る
。
）
、
国
や
県
の
機
関
は
、
文
化
財
保
護
の
機
関
と
し
て
で
は

な
く
、
文
化
財
破
壊
の
機
関
と
し
て
働
く
結
果
と
な
つ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

か
け
が
え
の
な
い
民
族
の
古
い
文
化
財
保
護
の
た
め
思
い
切
つ
た
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
悔
い
を

千
載
に
残
す
こ
と
を
憂
い
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 
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六 

「
邪
馬
台
国
の
全
貌
そ
の
他
」
古
代
文
化
の
謎
を
解
き
全
貌
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
、 

(1)
永
久
保
存
の
区
域
、
(2)
部
分
的
保
存
、
(3)
調
査
の
結
果
と
遺
跡
を
博
物
館
そ
の
他
に
保
存
す
る
。
な
ど
の

措
置
を
講
ず
べ
き
で
は
な
い
か
。 

右
質
問
す
る
。 


